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清音村総合健診の基本健康診査結果の状況

・清音村総合健診の基本健康診査結果で、異常があった人の割合の推移を分析しました。

・なお、基本健康診査受診者の結果を分析したので、基本健康診査受診者の健康問題が、

そのまま清音村全体の健康問題と必ずしも一致しない場合があります。
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清音村総合健診の基本健診受診者
地区別受診者数

年齢階級別受診者数の推移

70歳代以上の人の受診者数が増加し、

60歳代の受診者数が減少しています。

受診者のうち70％強の方が60歳以上

の方でした。

女性の受診者が若干減少しているよ

うですが、女性の人数は男性のほぼ2倍

程度になっています。

性別受診者数の推移
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異常があった人の出現率の推移

健診の結果をそれぞれの検査項目の基準値

で正常と異常に分類し、健診受診者中の異常

があった人の出現率の推移をみました。

肥満者の出現率は毎年20％を超えてい

ます。高血圧の出現率は若干減少傾向があ

るようです。一方、血糖の高値異常のあっ

た人の出現率は若干増加傾向にあることが

うかがえます。

総コレステロールで高値異常があった人

の出現率は最も高く、毎年受診者の40％

以上が高値を示していました。中性脂肪で

高値異常があった人も毎年約18％程度い

ました。HDLコレステロールで低値異常

があった人の出現率は平成10年に激減し

ました。

赤血球で低値異常があった人の出現率は

微増傾向がうかがえます。ヘマトクリット

で低値異常があった人の出現率は毎年約

10％でした。ヘモグロビンで低値異常が

あった人の出現率は約15～20％でした。

GOT、GPTで高値異常があった人の出

現率は低く毎年約4％でした。γ-GTPで

高値異常があった人の出現率は毎年約

10％でした。

では、健診で異常があった人の出現率が上位の3項目、肥満者、高血圧者、総コレステ

ロールで異常があった人の地区別の出現率の状況をみてみましょう。
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地区別肥満者の推移
肥満の程度を示すBMI

BMI＝ 体重(kg)
(身長(m))2

の値が25.0以上を肥満者としました。

なお、18.5以上25.0未満が「普通」、18.5未満は「やせ」に分類されます。

健診受診者全体では、毎年20%程度の人が肥満でした。地区別では、黒田地区が若干

肥満者が多いようです。
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地区別高血圧者の推移
収縮期血圧（上の血圧）が160mmHg以上、拡張期血圧（下の血圧）が95mmHg以上

のどちらか一方でもある人を高血圧者としました。

健診受診者全体では、平成8年から11年までは20％程度の人が高血圧でしたが、平成

12年以降は10%程度までに減少しています。地区別では古地地区が若干高い傾向にあり

ましたが、平成12年からは他の地区よりも低いあるいは同程度までに減少してきました。
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地区別高コレステロール者の推移
総コレステロール220mg/dl以上を高コレステロール者としました。

健診受診者全体では、毎年40%以上の人が高コレステロールでした。地区別では、三

因地区、柿木地区が他の地区よりも若干高いようです。


